
p.1 第１部　　保健医療福祉施策の充実に向けて p.267 　　　１　難病患者支援対策

p.1 　第１章　計画の考え方 p.270 　　　２　原爆被爆者援護対策

p.4 　第２章　保健医療の変遷 p.271 　　　３　ウイルス肝炎対策

p.7 　第３章　東京の保健医療をめぐる現況 p.274 　　　４　血液の確保・血液製剤の適正使用対策・臓器移植対策

p.7 　　第１節　都民から見た保健医療の現状 p.277 　　第７節　医療安全の確保等

p.21 　　第２節　保健医療資源の現状 p.283 　　第８節　医療費適正化

p.26 　第４章　東京の保健医療体制の基本理念 p.284 　第２章　高齢者及び障害者施策の充実

p.30 　第５章　東京の将来の医療（地域医療構想） p.284 　　第１節　高齢者保健福祉施策

p.38 　第６章　保健医療圏と基準病床数 p.290 　　第２節　障害者施策

p.38 　　１　保健医療圏 p.296 　第３章　健康危機管理体制の充実

p.42 　　２　基準病床数 p.296 　　第１節　健康危機管理の推進

p.44 　第７章　計画の推進体制 p.300 　　第２節　感染症対策

p.306 　　第３節　医薬品等の安全確保

p.47 第２部　計画の進め方 p.309 　　第４節　食品の安全確保

p.47 　第１章　健康づくりと保健医療体制の充実 p.312 　　第５節　アレルギー疾患対策

p.47 　　第１節　都民の視点に立った医療情報 p.317 　　第６節　環境保健対策

p.52 　　第２節　保健医療を担う人材の確保と資質の向上 p.320 　　第７節　生活衛生対策

p.69 　　第３節　生涯を通じた健康づくりの推進 p.323 　　第８節　動物愛護と管理

p.69 　　　１　生活習慣の改善（栄養・食生活、身体活動・運動、喫煙等） p.326 　第４章　計画の推進主体の役割

p.74 　　　２　母子保健・子供家庭福祉 p.326 　　第１節　行政の役割

p.78 　　　３　青少年期の保健 p.326 　　　１　区市町村・東京都・国の役割

p.82 　　　４　フレイル・ロコモティブシンドロームの予防 p.330 　　　２　東京都の保健所・研究機関の役割

p.85 　　　５　慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の予防 p.330 　　　　（１）東京都保健所

p.88 　　　６　こころの健康づくり p.334 　　　　（２）公益財団法人東京都医学総合研究所

p.90 　　　７　自殺対策の取組 p.336 　　第２節　医療提供施設の役割等

p.93 　　第４節　切れ目のない保健医療体制の推進 p.336 　　　１　医療機能の分化・連携の方向性

p.93 　　　１　がん p.340 　　　２　役割

p.115 　　　２　脳卒中 p.340 　　　（１）　新公立病院改革プラン策定病院

p.124 　　　３　心血管疾患 p.341 　　　　ア　都立病院

p.134 　　　４　糖尿病 p.345 　　　　イ　区市町村立病院

p.144 　　　５　精神疾患 p.346 　　　（２）公的医療機関等２０２５プラン策定病院

p.159 　　　６　認知症 p.347 　　　　ア　特定機能病院

p.166 　　　７　救急医療 p.350 　　　　イ　地域医療支援病院

p.180 　　　８　災害医療 p.353 　　　　ウ　公社病院

p.194 　　　９　へき地医療 p.356 　　　　エ　公的医療機関等２０２５プラン策定対象病院（ア～ウを除く。）

p.204 　　１０　周産期医療 p.357 　　　（３）民間病院、診療所、薬局等

p.219 　　１１　小児医療 p.357 　　　　ア　民間病院

p.234 　　１２　在宅療養 p.359 　　　　イ　一般診療所・歯科診療所

p.246 　　１３　リハビリテーション医療 p.361 　　　　ウ　薬局

p.259 　　１４　外国人患者への医療 p.364 　　　　エ　訪問看護ステーション

p.260 　　第５節　歯科保健医療 p.366 　　第３節　保険者の役割

p.267 　　第６節　難病患者等支援及び血液・臓器移植対策 p.370 　　第４節　都民の役割
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